
柿岡に，;b~ける初動からみた地震活動域について*

宮本 清**

~ 1. '{ましがき

この調査は，先に本庁地震課により報告されている

「地震予知のための予備調査」のB調査に相当するもの

で，誤.IJ候時報第26巻 9号に掲載されている要領でy 柿岡

におけるウィーへ/レト式地震計にて観測した観測結果に

より，関東地方および、その周辺の地震活動域について調

べたものである.

~ 2. 初動の押し引きの分布

( 1 )資料

調査した期間は， 1948年(昭和23年) 1月から1960年

(昭和35年)12月までの13年間であって，初動の押し・

引きが柿岡の地震観測原簿に記載しであり，かつ調査要

領の条件にかなったものを用いた.

震源の位置 (λ，ψ，h)は，すべて地震月報により求め

たなおこの調査期間中のヴィーへノレト式地震計の常数

は第 1表のようである.

第 1表 地震 計の 常数 表

期|摩擦値[制振度

南北動 4-13 

東西動 91-1121 4.0-5.2 1 0.01-"0.72 3-12 

上下動 52-891 3.7-4.9 I 0.01-0.67 5-11 

(2)初動の押し・引きの平面的分布守

この資料を用いて画いた柿岡における初動の押し(・

印) ・引き (0印)の平面的な分布は第1図のとおりで

ある.この図では，震源の深さが地震月、報に「浅Jとか

「極浅」と報告されている地震も含んでん、る.第 1図に

示した地震の押し・引きの数は，押し(・印)= 95，引
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き (0印)ニ155である.

図を見ると，分布のうちで茨城県南西部から千葉県中

部にかけて押し(・印)が，白福島県沖から千葉県沖にか

けて引き (0印)が分布している.また小区域について

見ると茨城県南西部，千葉県中部に押し(・印)が比較

的まとまっている.一方引き (0印)は，福島県沖の一

部，茨城県沖，、銚子付近にまとまっているのが見られる.

35' 

34 

第 1 図 初動の押し(.)・引き (0)の平面分布

(1948年-1960年)

~ 3. 初動の押し・引きの鉛直断面分布

第1図で初動の押しぐ@印) ・引き (0印)の平面的

な分布がわかったので，第 1図に用いた資料のうち震源

の深さが数量的にわかっているものを用いて立体的な分

布状態を示したのが第2図である.範囲は35
0N-38

0N 

の間の緯線に沿う断面とし， 1390 E _1430 Eの聞を横軸

にとり，縦軸には震源の深さをとって各断面についての

押し(・印)・引き (0印)を調べた.
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ニ.茨城県南西部では 40-60kmに押しがありその中

間層 (50km)に引きがある.

ホ.今市付近では引きで 10km未満である.

九.千葉県中部では 40-80kmに押しがありその中に

引きが若干まじっている.

ト.銚子付近では 30-60kmに引きが分布している.

初動の押レ(・〉・引き (0)の鉛直分布

イ.福島県東方沖は資料が少ないが 40-50kmの所に

押し・引きがまじうている.

ロ.福島県沖は 40-90kmと幅広く引きが分布してい

第 2 図

る.

ノ¥茨城県沖は 30-80kmに押し・引きが分布してい

るが，押Lは50km以上にはならない.

位

範 囲 初動の押し引き百分率
単位名 震央地名

_1-0 1計 1%
備 考

N E h 

'1 福島県東方沖 37.2-.3 141. 7ー .8 40-50 4 2 6 67 

2 福島県沖 37.0へ3 141. 2ー .6 40-90 O 9 9 100 

3 茨城県沖 36.2-.7 ，140..6-141. 3 30-'-80 8 36 44 82 

4 今市付近 36.6---2'.7 139.6~ .7 0-10 O 3 3 100 

139.8-ω1 I 40-60 5、 茨城県南西部 36.0-2 19 2 21 90 I 
6 千葉県北部 35.8ー .95 141.1ー .6 40ー70' 4 4 8 50 面ある傾斜るの不連続

カfあ

7 千葉県中部 35.4-.7 140.0ー .3 40-80 16 7 23 70 

8 銚子付近 35.5-.8 140. 8-:-141. 1 30-60 2 、 16 18 89 

単の動活震地第 2 表

0:引き.:押し
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対していづれの側にかたよって下るかを調べた結果宅示

したのが第4図で，初動方向が震央に対して左に、かたよ.

っているものを白丸，右にかたよっているものを黒丸で

示した.また発震地域の深さによる特徴を調べるため

に，ー震源、の深さを Oく h豆20kin，，20く h孟40km，.40<

h孟60km，60< h三100kmの4階級に分けた.なお本

司調査に使用した地震は 111個である，

イ. 0 く h孟20km

震央が柿岡の西側にあるものはほとんど白丸で左かた e

より，東側のものは黒丸で、右かたよりになっている，

ロ. 20く h三40km

柿岡の北東付近に左かたより(白丸)があり，東北東

では右左かたよりが混在し，東南東では右かたより白(黒

丸)になる.また南東付近になると再び、左かたよりに変

る.
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~ 4. 地震活動単位

第2表は，初動の押じ・引きの平面的分布図および鉛

直断面図より考察した各地域での押し，引きの割合を調，

べたものであるが，資料が少ないので分け方に多少無理

がある.

* 5. 押し・引きめ時間的傾向

比較的資料のある地域について，時間的にどのような

傾向があるかを知るために第2表の地域単位名 3，5， 7 

8について調べて結果を示したのが第3図である.

各地域ともとくに時間的傾向があるとは思われない

が，銚子付近の地震は群発性があるように思われる.

52 5354 55 56 57 58 sq 6.0 

o 0 
00  ()' ・・ 0> 0 

司・ 1 ① 0・，a.J 00  0 '0 
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条城県沖

Iq48 4q 50 51 

ハ. 40く h三60km

柿岡の東北東側では左，右かたよりが混在しているが‘

東南東付近になると右かたよりになり，更に南東付近で

は左かたよりとなり，また南西付近でも左かたよりにな

っている.

O 。。

o 
000 • 

100Km 

ニ. 60<h三100km

柿岡の北東に左かたよりがあり，それより北になると

右かたよりに変る.また南東に右かたよりそれより南側

になると左かたよりに変る.

以上初動のかたよりについて考えて見ると，資料が若

干少ないが，震源の深さが 20-60kmの地震について

は，銚子付近に地震波速度の早ャ所，また宇津徳治のい

うように千葉県中部付近に地震波速度の遅い(あるいは

地殻の厚い)所がある.しかし， 60<h孟100kmの地震

については千葉県中部付近で、反対に地震波速度が速くな

。っている.これは地下構造の複雑さを示すものと思われ

る.さらにここでは重力の異常地帯でもあヮて非常に興

味のあることである.
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「地震予知のための予備調査Jの調査要領にしたがい

柿岡における調査を行ったが，主として調査の事実につ

いて述べたもので，これだけの資料から詳細な考察は控

えた.また，多くの資料による平均的傾向を求める之と

ができなかったので、分類に多少の主観が入ったことはや

むをえない，と，思う.
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第 4 図 初動方向のか‘たよりの分布図

(・右より O左より〉

測候時報， 26， 419-424. 報， 2~， ~3:-20・ 1

-2) 宇津徳治.(1956):初動方向のかたより，験震時 3) 坪井忠二編:地球の構成.岩波書庖.
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